
診療計画説明書 リツキサン

終了基準 37.5度以上の発熱がない　　血圧の上昇、低下がない

経　過

月/日

達成目標 点滴部位が痛い時や異常を知らせることができる

点滴のﾁｭｰﾌﾞを留置します

リツキサン治療中は主治医の指示にて心電図モニターを装着します

リツキサン投与30分前にアレルギー予防のために2種類の薬を内服していただきます

状況に応じて徐々に点滴の速度をあげていきます

輸液ポンプが途中で鳴ることがありましたら、ナースコールでお知らせください

トイレなどの移動時は、点滴棒が重たくなりますので、転倒に注意してください

食　事 通常の食事です

治療中は病棟内でお過ごしください

トイレはウォシュレットをご使用ください

清　潔 治療開始前にシャワー浴をすることができます

点滴刺入部の痛みや発赤が現れるようでしたらナースコールでお知らせください

※　病名は現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得ます

※　入院期間や治療内容は現時点で予測されるもので症状により変わります 　　
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説　明
同　意

リツキサン投与時、アレルギー予防の為の内服薬を服用していても、以下の症状が出現する
場合があります、現れることがありましたらナースコールでお知らせください

岐阜市民病院　血液内科　令和4年2月改訂

安静度

1日目

　/

処　置
検　査
薬　剤

《発熱、悪寒、ふるえ、全身のかゆみ》


